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○感想一覧 

・とても興味のある内容で大変参考になった。事例の検討もグループで協議することで深まった。

他のグループの事例についてもゆっくり話を聞きたかった。盛りだくさんで有意義な時間だっ

た。 

・WISC－Ⅴの検査結果から、支援方法を考えることができたので、とても勉強になった。  

・ WISC－Ⅴの視空間、流動性推理についてよく分からなかったので、その点について説明をい

ただき理解できた。事例検討も大変有意義だった。 

・ WISC－Ⅴの検査の存在自体は認識していたが、実際にどんな能力を測るのか、どんな支援が

できるのかまでは詳しく知らなかったので、流れなども含めて理解ができた。 

・WISC－Ⅴの検査器具や用紙を実際に扱ってみたいと思った。個々の特性から効果的な支援を

していきたいと思った。 

・WISC－Ⅴの見方や各指標が低いときの様子や具体的な支援について分かった。 

・昨年も参加したかったが、他の出張と重なり参加できなかった。２年越しに参加できて良かった。

WISC－Ⅴ検査の概要が分かった。今後も分からないことがあったら、相談したいと思う。 

・特別支援学級はもちろんのこと、交流学級の担任がやるべきこと、自分の学級の一人として配慮

することを考えいかなくてはならないと感じた。今日は、WISCⅣと V にどのように違いがあるの

かも知りたかったので、大変有意義な研修だった。 

・WISC－Ⅴ検査を通して、困りごとの背景や今後のサポート方法及び支援策について考え、校内

支援委員会で共通理解し、学校全体で取り組んでいくことが大切だと改めて思った。 

・本日の講義内容や資料を校内で共有し、適切な対応ができるようにしたいと思った。 

・後半の事例検討では、実際に話し合うことで様々な方法があることが分かった。もう少し時間が

ほしいと思った。WISC－Ⅴの見方も細かく説明してくださり、よく理解できた。可能なら実際の

検査用紙が見たかった。 

・WISC－Ⅴ検査について見方や解釈の仕方などがわかりやすい資料を使って教えてくださった

ので、ありがたかった。解釈のシェアなどもできたので、大変勉強になった。 

・WISC－Ⅴ検査について講師の先生の話や資料を通して、大変勉強になった。まだまだ理解でき

ていないこともあるので、日々学んでいきたいと思う。 

・一人で抱えず、いろいろな人、いろいろな機関につなげて早い時期に少しでも本人の気持ちや

家族との共有を大切にしていくことが重要であることを認識した。 

・WISC－Ⅴ検査の見方の理解が深まった。WISC を受けることの大切さを改めて感じた。それぞ

れの指標の困難例や支援例を参考にして、２学期からの支援に生かしていきたいと思う。 

・児童の支援のため、どのような困難さがあるのか正しく知る必要があるので WISC の結果の見

方は大切だと思う。本日の研修を生かして、児童を正しく見取っていきたいと思った。 

 


